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　小川原湖民俗博物館は 1961 年に渋沢敬三の秘書であった杉本行雄が青森県三沢市に設立した民
間博物館であった。2006 年に経営が破綻し，建物の老朽化から 2015 年に廃館となった。筆者は
2015 年に当該博物館の旧蔵資料の移設に関わり，旧蔵資料の一部を勤務先の弘前大学人文社会科
学部で預かり，整理と公開に努めてきた。その結果次のようなことが分かった。
　渋沢にはこの博物館を「小川原湖を中心とした自然，人文を広く含むものとする構想」があり，
杉本には「十和田湖と小川原湖を結ぶ大規模な観光計画」があった。当初総合博物館として構想さ
れた博物館が「小川原湖民俗博物館」と改称されたのは，中道等による精力的な民具蒐集の結果で
あった。中道には，上北地方をアイヌ民族をはじめとした少数民族と和人が交流した場であったこ
とを生活文化から証明したいという意図があり，博物館の旧蔵資料の中には土器も含まれている。
　旧蔵資料からはまた，小川原湖民俗博物館と宮本馨太郎の関わりを看取できる。旧蔵資料の中に

「昭和 35 年　立教大学民俗資料室」と書かれた「民俗資料整理台帳」が残っている。当時立教大学
教授であった馨太郎が小川原湖民俗博物館に送ったものであろう。馨太郎は，1962 年に「日本在
来民具の民族学的研究」で科学研究補助金を得て，その研究分担者の中に中道等の名前がある。ま
た，岩手県在住であった森口多里もまた研究分担者になっているが，小川原湖民俗博物館には森口
からの寄贈品があったことが「台帳」から読み取れる。
　小川原湖民俗博物館は，宮本馨太郎には，「気心の知れた」相手のコレクションで，民具分類・
整理のための試案を重ねる場として機能していたと考えることができる。
  中央の研究者，郷土史家，実業家が，お互いの役割に深く立ち入らない形でそれぞれのなすべき
ことをするという協同のあり方が，地方民間博物館を可能にしたといえる。
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